
1 

 

年号：1699年 

月日：8月（9月）  

災害名：大洪水の概要 

 

本明川位置図 

 

 

 

  

出典：国土地理院 

本明川
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【元禄 12年 9月洪水の概要】 

・元禄 12年の 8月 11日から降り出した豪雨により同月 13日に大洪水が発生した。この記

載が旧暦であるため、今でいうと 9月下旬に発生したものである。 

・この水害は昭和 32年 7月の大水害と並んで最も被害の大きい洪水とされ、多数の溺死者

と田畑、家屋を洗い流すほどの甚大な被害をもたらした。 

 

▼元禄 12 年 9 月洪水による被災状況 

溺死者 487名 
人家の流出 甚大 
田畑の流失･埋没、崩壊 570町余り 3,930石 

 

【元禄 12年 9月洪水の被災状況の記録】 

・災害から 1 週間後の 8 月 21 日（旧暦）、佐賀から被害状況の視察にきた見分使との会談

の記録 

 

■見分使との会談の記録 

「1.今度、洪水にて相果候者、男女 487 名皆禅宗、浄土宗、一向宗、右三宗の者にて御座

候。右三ヶ寺にて豊前より品付け候事。 

1.今度、洪水に逢ひ候家 97籠介抱の儀。自分より申付候儀、其上、作事料の竹木、立山

より差出し取らせ申候事。 

1. 生残り候町人 300 龍会、自分に介抱手に及び申さず候。近年迷惑ながら当分飯米、

家屋迄 の儀、御上より御介抱仰せつけられ候様にありたく奉存候。竹木は自分立木より

差出し可申 候。但竹の儀口達。  

1. 今度、流れ残り難儀に及び候者共へ、早速より飯米取らせ申候。不足に付で相談致し

侯処 に置米差出され候故、弥よ介抱申付け候事。 

1. 当秋米出来申候間、今 150 石程置米より差出され下さる可く候。家来、借又町人共

飯米取らせ候へば、最前の百石にては不足に付て御相談仕候事」 

 

 

出典：長崎工事 五十年のあゆみ[建設省 長崎工事事務所（昭和 57年 3 月）] 
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【元禄 12年 9月洪水の史跡：大雄寺 五百羅漢】 

・岩壁に刻まれた羅鑑像は元禄 12年（1699年）の本明川大洪水（犠牲者 487名）、翌 13年

の大干ばつを契機に犠牲者の弔いと災害除難を悲願して、時の領主諫早家第 7 代茂晴公

の発願によるものと伝えられる。 

・岸壁には羅鑑像や如来像など五百数体が刻まれている。 

（現地の説明資料「五百羅漢像の由来」より抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲大雄寺 五百羅漢の位置（長崎県諫早市富川町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲五百羅漢像                 ▲改修工事の状況 

  

五百羅漢像 

令和 3年 3 月 2日撮影 
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▲大雄寺の五百羅漢像（石碑）                  ▲大雄寺の五百羅漢像（説明パネル） 

 

 

■大雄寺の五百羅漢像（石碑の説明文より） 

元禄 12（1699）年 8 月 13 日、本明川の大洪水により諫早領は死者 487 名、稲 3930 石

が減収という大きな被害を受け、翌年は逆に大干害で田畑は荒れ、人々は 2 年続きの災

害のために苦しみ、領内には食物に飢える人が多く出ました。 

このため、諫早家第 7 代茂晴公は、災害による犠牲者の冥福を祈り、また今後の災害

を除くため、ここ水源の地・富川峡谷の岸壁に五百羅漢像を刻むことを発願しました。 

長崎・大村・島原などの寄進を受け、元禄 14（1701）年に製作にとりかかり、宝永 6

（1709）年に完成しました。 

下絵は神代村常春寺の僧志元、彫刻は矢上村の石工鎌山甚兵衛、田結村の石工森与四

衛門等によって行われました。 

磨崖仏としては、県内随一のものであり、諫早の水害史を物語る資料として大変貴重

なものです。 

（平成 5年 3月建 長崎県教育委員会、諫早市教育委員会） 

 

 

 

 

令和 3年 3 月 2日撮影 
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▼本明川水系既住洪水の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：本明川水系河川整備計画（変更）（平成 28 年 3 月）[国土交通省 九州地方整備局 長崎河川国道事務所] 

 


